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PATENTSCOPE の IPC 異常について 

アジア特許情報研究会：伊藤徹男 
 

 WIPO が運用する PATENTSCOPE にアジアや新興国の特許情報が各国原語でも収

録されるようになりました（2017 年 8 月～）。英語＋原語で検索することで商用英語デ

ータベースでは収録していない情報が把握できることがあり、実務でもその補完ツール

として度々使うようになりました。 
 
 Espacenet 同様、何しろ無料で使えるワールドワイドなデータベースですから研究者

なども自宅から気軽にアクセスできます。 
普段から商用データベースが使える環境にある方には理解できないとは思いますが、

多くの特許事務所（大手を事務所を除く）や大学やベンチャー企業の方々にはありがた

いツールです。 
 
 さて、そのような PATENTSCOPE にも種々の問題点があります。それら問題点につ

いては WIPO 日本事務所を通じて（場合によっては直接）WIPO 本部にお知らせして

改善いただいています。今年になって「PATENTSCOPE が改善された様子」との情報

もあって早速確認してみました。 
 
 ここでは以下の 2 つの問題について議論します。 
１． IPC 付与の欠落 

収録されたデータに IPC が付与されていない、という問題ではなく、検索して表

示される情報には IPC が存在するのに、その IPC が検索できない、という問題 
 

２． IPC の表記が異常で検索もままならない 
タイやベトナムの IPC が検索できないし、表記もメイングループとサブグループ

のスラッシュ（/）がダブルスラッシュ（//）と表記されている問題 
 
１．IPC 付与の欠落 
 各国特許庁の元データに IPC が付与されていないものもある、ということについて

は JETRO の一連の ASEAN 各国報告書でも紹介しています。そこではマレーシアやシ

ンガポールのデータの IPC 欠落が他の国に比べて大きいことが示されています。 
 もちろん各国から送付されたこのような情報を収録する PATENTSCOPE でも同様

です。 
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 本稿では、このようなデータベースに最初から IPC が収録されていない、という問題で

はなく、検索して表示される情報には該当の IPC が表記され、PATENTSCOPE の解析で

もその IPC が上位にランクされたりするにも拘わらず検索ではヒットしない、という問題

です。 
 
 3D PRINTER という技術分野があり、その主要 IPC として、B29C64、B29C67、B33Y
などが知られています。下の表は PATENTSCOPE で 3D PRINTER の中国特許を技術用語

や IPC を使って検索した結果を Analysis 機能でランキングをみたものです。 
 
PATENTSCOPE の Analysis 機能による IPC ランキング 



 
 この Analysis 機能ではサブクラスまでしか表示されませんが、B29C や B33Y などが上

位にランクされています。そして詳細な書誌情報にも以下のように B29C64 や B33Y30 が

あります。 
 
PATENTSCOPE の詳細情報 

 
 
 そこでこの分類を基に（中国特許について）英語や中国語技術用語の異表記を収集する

ことに着手したのですが、B29C67 は問題なく検索してそれなりの情報は抽出できるのに、

B29C64 や B33Y はまったく情報が得られませんでした（検索できない）。 
 
 これは大問題と、2018 年 11 月の特許情報フェアで講演された WIPO 本部の方に



「PATENTSCOP にこんな問題があります。」と詰め寄りました。「そんなはずはない」、と

言うので WIPO ブースで PATENTSCOPE に繋いで Analysis の結果や B29C64、B33Y を

検索しても結果が出ない事実を確認してもらいました。 
 
 それでもなお容認できないらしく、「おそらく最近新設されたあるいは更新された IPC で

データベースに反映されていないのではないか」とのことでした。IPC の新設、更新情報

まで把握して検索はしていなかったので（やはりその場で）更新状況を確認しました。 
 
 B33Y については 2015 年に、B29C64 については 2017 年に更新されていることまで確

認しました。同じ 2017 年に更新された B29C67 は検索できます。これ以上議論してもらち

が明かないので WIPO に持ち帰って確認してもらうことにしました。 
 
 その後、私の方でも新設、更新 IPC を調べ（下表）、PATENTSCOPE での検索の可否を

確認したところマークした IPC についてはまったく情報が出ない、ということになりまし

た。その結果を WIPO にお送りし、検討してもらいましたが半年以上たった 2019 年春で

も返信いただけなかったので、「ASEAN・東アジア特許調査における PATENTSCOPE の

徹底活用」という形でその年の Japio Yearbook に投稿させていただきました。 
https://www.japio.or.jp/00yearbook/files/2019book/19_2_06.pdf 
 

 

 そのような経緯の中、「PATENTSCOPE が改善された様子」と聞きつけたので早速、

他の問題点とも含めて確認したところ IPC の検索異常は上記 IPC についてはすべて解

消し、検索できるようになりました。 
・・しかし、WIPO から何の連絡もありませんでした。 
 
２． IPC の表記が異常で検索もままならない。 



 タイの IPC のメイングループとサブグループのスラッシュ（/）がダブルスラッシュ

（//）と表記されていた問題です。 
 
 やはり 1 昨年、PATENTSCOPE のタイの IPC がどうやっても検索できない、という状

況に陥り困ってしまいました。 
IC:("B32B 27") and CTR:TH 0 件 
IC:("B32B 27/") and CTR:TH 0 件 
IC:("B32B 27/*") and CTR:TH 0 件 
IC:("B32B 27//*") and CTR:TH 0 件 
IC:("B32B 27/30") and CTR:TH 0 件 
IC:("B32B 27//30") and CTR:TH 0 件 
 
 タイ特許庁のデータベース(DIP)と PATENTSCOPE のデータを見比べると 

 
のように PATENTSCOPE の IPC 表記が異常な状態であることがわかりました。そこで以

下のようにサブグループの頭１桁を入力して検索すると検索できました。頭２桁以降を入

力すると検索できないのです。 
 
IC:("B32B 27//0" or "B32B 27//1" or "B32B 27//2" or "B32B 27//3" or "B32B 27//4") and 
CTR:TH  586 件 



IC:("B32B 27//3*") and CTR:TH 0 件 
サブグループ 2 桁目以降は何でも、とアスタリスクを入れてもだめです。 
 
 したがって、メイングループでは検索できないし、サブグループも以下のような形式で

ないと検索できないことがわかりました。 

 
 この事実も WIPO 日本事務所を通じ、WIPO 本部に伝えると共に、JETRO 報告書

「ASEAN における横断検索可能な産業財産権データベースの調査報告」（2019 年度版） 
https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/asia/asean/ip/pdf/report_202003_asean2.pdf 
でも 2018 年版以降、紹介させていただいています。 
 同様の現象はベトナム特許のいくらかでも確認できました。 
 
 ここでも「PATENTSCOPE が改善された様子」という情報に基づき種々検証してみ

ました。 
 何ということでしょう。ダブルスラッシュ問題が解決しているではありませんか。 
 
IC:("B32B27/") and CTR:TH 463 件 
IC:("B32B 27/") and CTR:TH 463 件 
IC:("B32B 27/*") and CTR:TH 0 件 ・・アスタリスクは好きではないようです。 
IC:("B32B27/" or "B32B 27/") and CTR:TH 463 件 



IC:("B32B27/30") and CTR:TH 30 件 
IC:("B32B 27/30") and CTR:TH 30 件 
IC:("B32B27/30" or "B32B 27/30") and CTR:TH 30 件 
 
 「ほんとにダブルスラッシュはすべて無くなったの？」と散々ここまで痛い目にあわ

されてきたので、つい懐疑的になり以下のようにダブルスラッシュについても検証して

みました。 
IC:("B32B27//") and CTR:TH 463 
IC:("B32B 27//") and CTR:TH 463 
IC:("B32B27//" or "B32B 27//") and CTR:TH 463 件 
IC:("B32B27/" or "B32B 27/" or "B32B27//" or "B32B 27//") and CTR:TH 463 件 
 
のようにシングルスラッシュと同じ件数になりました。 
但し、サブグループまで完備した以下の検索式ではダメでした。 
IC:("B32B27//3") and CTR:TH 0 件 
IC:("B32B27//30") and CTR:TH 0 件 
IC:("B32B 27//30") and CTR:TH 0 件 
 
一体どうなっているのだろうと「IC:("B32B27//") and CTR:TH」で抽出された結果一

覧と詳細情報を確認してみると以下のように、結果一覧、詳細情報ともシングルスラッ

シュになっています。 
 
結果一覧 

 
 
詳細情報 

シングルスラッシュ 



 
 確かに、検索条件は反映していませんが、一応検索できます。本当にダブルスラッシュ

は抽出されない？とさらに疑って、「IC:"*//*" and CTR:TH」（IPC 中に // を含むもの）と

やると 4691 件抽出されました。 
 検索結果一覧はダブルスラッシュで表記されているけれど詳細情報はシングルスラッシ

ュです。明らかに昨年までとは違っています。 
 
検索結果一覧 

 
 
詳細情報 

 
 何が何だか分からなくなってきました。まあ正当にシングルスラッシュで検索できるよ

うになったからいいじゃない、と言えばそれまでですが。知財情報研究者としては納得が

いきません。 
 
 さらにこのダブルスラッシュで検索できるものの存在数だけでも把握してみたいと国別

に確認してみました。 

シングルスラッシュ 

ダブルスラッシュ 

シングルスラッシュ 



IC:"*//*"（全件） 9485 件 
TH 4691 件(143975 件中) 約 3.3% 
VN 3223 件(132115 件中) 約 2.4% 
IL 1562 件(216408 件中) 約 0.7% 
CN 8 件 
KE 1 件 
 
 まあいいか、ととりあえずここまでにしました。 
もちろん、WIPO から「IPC のダブルスラッシュ問題は解決しましたよ」という何の連絡

もありません。 
 
 本稿は、昨年 11 月発行の Japio Yearbook2019 に投稿した原稿を基に再度、考察を加え、

最新情報も追加して紹介したものであることをお断りしておきます。その点で既に Japio 
Yearbook2019 の内容も一部が陳腐化し、それを信じている読者には申し訳なく思うと同時

にこの世界の情報の流動性には驚かされます。1 年も留守にしていたら浦島太郎に・・。 
 他の文献を見る時にも発行年を確認し、内容が陳腐化していないか、という同様の目で

情報を捉える必要性を痛感しました。 
 

以上 


